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２０２５年３月８日 実施 

久留米大学 
後期  数 学 

（制限時間 ９０分） 

解答・解説 
( ] a

. Gは異なる実数なので

2 t
2
_ 2 ( c + 37 t + c

'
+に0 …¤ の

(い -2 ax + 2 a2
_
6 at1 に 0 の 判別式 を D3 E おくと

判別式を D ｣ とすると 4/33 ニ - EC - 7 ) KC か )

4, :a- ( za2- fat ) B 370 より

( C ー7 ) CC +) CO から 一しくく C ク … の
= - Gz+ 6 a - 1

ーしく 亡 く 7 のもとで
D. ? 0 より ⑨における解と弥数の関から

a
㎥
- 6 at 1 ≤ 0 atb= t遊

3 - 2E ≤ a ≤ 3 + 2年
～ a bi

: Et ,

2
w～

21 92~ 2ax + 2 a
=
- 6 at に 0

ab7 o より areは 同符号 で
2 a3 ~ 21ct 31 atEtに O とし

atb= Ct3 かつのより

a の 2次方程式 とみて ､判別式を Dr と ateが正 なので

すると d = laltlaltlel

= ( つけ3 )^ - 2 (㎡ t ) = atlatlal

= - 9㎡+ 69( t 7 = C + 3 + IC ｣ と 表せ

ニー ( フー 7 ) (つxt) IJ - LCCEOのとま

4/
Dz

≥ 0 より d = 3

( フレーク ) (xt] ≤ O (i ; ) O ≤ CE 7 のとき

ー 1 E 水7
～

d =2Et 3より 3 ≡ C 17

したがって
7 共通解を C とすると 3 ≤ d -17

C
2
- 2act 2Q

3
_ 6 G+に 01 C

3
~ 2µ itzb2 - 6 bt に O をみたす｡

｡

また ､ このと

a . b は t の 2次方程式

2 t
2
- 2 ( C + 37 t + citに 0 の

2解 とみることができる｡
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い
: ± 0A' ,0' : B0 ]

複素数平面で考える
｡

P は 函分 ANBMの 交点 より
Z = 主 ( os (zoot isin (20o ) とお c と

､

AP→= SANT
ー→

OP
'
- OA = SCON' - OA

' )
PePcに 相当する 複素数はZ ”である ｡

=OP
"

( - SJOA' + SOB' ∴ の よって 点 Puを 表す 複素数を Wnをおくと､

PTB = tB
Wn = 臨｡

で

=､ -z
←Z い

OP' -OB = A (OM- OBり
OP
'

= ItoAt( l - tJoB'
-
…② 43 Wa=

1-
: はZ

⑤ . ② より
= 1 + 追 (-きャ 全i)

- S= It
= いー 紀 ] t 紀 i

' ' g = 1- t から ( 8 .t ] = (
B ,

よって AB? : ⑤A だから

AB : PN = 3 : 2

た

品”
派株

はしにゃびけほで
*す

a

wwm

⑥ より

0 や13
:
1 50 A7+50 Bに

したがって Pるの 座は( 年“)～
～

=

2子 ( 4 (0A㎡+ 4 0A
? 0B' + 10 %) ) Iσ に 仕 りより 品Z｡ だから

=

2
( 5 t4 coso)

ws= 1-β t (438
-23
i

よって
したかって Ps の 座は(睢､14* )
～

lop
'に 555400
ー

( 3 ) 国形を 表 す 点
に
対 して､

2
" a =
1
t 0 '=0540so : ⑤

0 でない複素数で割る､
差
をとることで ､

ん 国形は相似に移る

であり よって Pn
.
Pan ,Pin が 直自角形 の阪点のときき

にい a - op

θ -→ t0 θ2 wnWon,W 3 nが直角角形の点

tt0$× "

0

i
15t 4aso G7

1-z←
Z-ZZ(-ZZ

”

が直角消形 の頂点

<)に Z”､ にZで､通いが直角角形の点
= (quto 9 ～ ( 5 + 4 cosθ ｣

E⇒ 1 .1tE い｣はZ^tzinが直角角形の点
X

02 [ 3 +5t 4coso )
⇒ 0

, ZM .ZntZzmが直角角形の点
4

x
rcoso

=コ 01 ｣けZ いが直角海形の点=
1+ o 5 ( 3 + 4c0 co ) 妃

E) t .
0 .Zuが直角海形の点

= さ
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angz
”
は 0

､ な､ のいずれかであり 凹
Iz-olk 1- -ol より 2点 0 . -1をなぶ､分

を直径とする 円周上にどがあるときに限られる () るの 倍数は
2025 ミ 3265より 675個

から
Q =ぷπ 5の倍数は

um

^ y
2025 ÷ 5 = 405 より 4059固

～

☆
Z , 15の倍数は

2025 ミ 15 = 135 より 135個
～

よって 集合Aの 要素の個数をい CA} と表すとして
0

1 Z5 ☆
] x X ∴ 3 の倍数､ そ

: ちの客数 とする
｡

このとき

きき
｡ E [2025] = m (X04 ] - n (*nY )

= n ( x ) tnly 1 - 2 × n ( x^Y )

= 675t 405 - 270 = 810
w㎡

θ= 35π
2) 2 の 倍数は

上図 より 政 n ミ 2 = 2@個

P の 信数は
n ip= 29p個

IP の 倍数は
ni 2 P = 2“ 個
したがって

Z : 2の倍数 ､WiPの倍数 として

EC)= N (ROW ) - nlznw ｣

= n (2 ) ta (ω ) ~ 2* n (ZnW)

= 2
a - 1

pe
+ 2apa- 1 - 2apa-y

= 2
a- ↑ pe

よって2ape
- pe

- 虫E{) ュ
ー
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1) C 1 と 同相に 考 えると [ ]5
qe
-"

rd + q' rd- ､ -2q
(" rd - i 4 s f

｢
( a) = 3 ~-2 より

Een)= qerd 点 PCB . P 3 - 2 P )における接弱の
方程式は

= t は- εR y 一 ( p3_ 2 P ] = (32- 2] [3s - p )

Y = [ 3 P3 ~215 - 2 P
3
… のより

= - 2 ( ℃ - 1 ) (* ーi) ←≠ D と Y = f(sn を 連立 しさ｡

= - 主 ( ( - q 1 (によ ) + 3E 3- 2 =( BP 2 -270 s- 23

(x~pExtIP) = 0

f ( qr ) = [ 1- q) ( -t) とおくと より 点 Q の 座は一2P

fCqcr1 が小さいほどぐは大きくなる よって =0 のときも 含めて､ q = -2 P
～

具体的にq . riqcr} に奇数の 素数を入して
巳 )

q = - 2 Pより

f ( 3 . 5 ] cf 13 . 7 ) < f3 . ) sf(3 . 13 ) く … 1
C=( -3tJP … ②

Y = [ 1- at ] p 3- 2 [に -3t ｣ P … ③
となるので

よって ③ より
1Eclのとりうる値のうち ､ 4番目 に 小さい 値 は t= 3 のとき直を描 く

_ £f ( 3,13 ) t 上ニー + 出 =感 また､ ③よ

t=nき ) -BPy . - pより
t も 5

,
5 nとき

② より = ､ 一建 を③ に代入 して

Y "

gctl
- cu - 3 tp=

CrAlc- itp"
1 ~ 9 t

g
'
ctに - 9 [ 1- 355

~3
t 9 { 6-st( 1- 3t 5

- 4

- 9 { に 3t) t 9 { 1 . $ t }
ュ

[ 1 - 3t)
- 4

=

1- zt
54

,
ty

1 ~ 9 t
) G = [ [- 3t)3

5り y = ae y - gst 7が

異 なる 3 つの 共有点をもっ 条件を考 える
｡

} = 9st ) の増減表は② より

感丼…｡

( - sgct)= 0 . lims-0git] =-∞
l :
ma-'stogit } : 8

,: "
fros

8 (t ) = 0 より
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Y = SCA 1 のグラフは 以下 のようになる
へ

い
｡ し
へ つ (
s

よって求 める aの範囲 はoca


